
                       

                         

                         

滝山城跡中心 

大石氏家紋 
銀杏の二葉(清和源氏義仲流) 

後北条氏家紋 
三つ鱗(伊勢平氏流) 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

今
回
の
散
歩
は
、
中
世
の
古
城
、
滝
山

城
址
お
よ
び
高
月
城
址
と
田
園
風
景
の
滝

の
集
落
約
二
㎞
の
行
程
で
、
総
て
が
見
所
。 

 

滝
山
城
址
下
バ
ス
停
か
ら
大
手
口
に
入

る
。
右
手
に
小
宮
曲
輪
址
、
左
手
に
三
の

丸
址
を
仰
ぎ
見
る
。
本
丸
道
を
進
み
千
畳

敷
址
、
馬
出
し
址
、
喰
違
い
虎
口
址
を
見

て
、
永
禄
十
二
年
武
田
勢
と
の
合
戦
で
攻

め
た
て
ら
れ
た
二
の
丸
址
に
出
る
。 

 

中
の
丸
か
ら
引
橋
を
通
り
、
霞
神
社
、

金
比
羅
社
、
本
丸
址
に
着
く
。
西
側
の
眼

下
に
は
、
池
址
、
山
の
神
曲
輪
址
が
、
北

側
か
ら
は
高
月
町
と
多
摩
川
が
一
望
出
来

る
。
さ
ら
に
、
戻
っ
て
引
橋
下
の
搦
手
口

を
通
り
、
伝
統
行
事
が
残
る
滝
集
落
か
ら

滝
山
城
前
身
の
大
石
氏
が
築
い
た
高
月
城

址
へ
。
僅
か
に
土
嚢
や
堀
が
残
る
の
み
。 

 

城
址
か
ら
古
刹
の
圓
通
寺
へ
。
板
碑
や

空
襲
で
焼
け
た
木
鼻
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。
最
後
に
八
幡
神
社
に
立
ち
寄
り
、

田
園
風
景
の
中
多
摩
川
縁
を
歩
き
、
圓
通

寺
バ
ス
停
で
解
散
。 

①
滝
山
城
址
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
月
町 

滝
山
城
址
は
、
八
王
子
市
の
北
端
、
多

摩
川
と
秋
川
の
合
流
点
の
南
側
に
広
が
る

「
都
立
滝
山
自
然
公
園
」
に
残
る
。
滝
山

城
址
、
高
月
城
址
、
根
小
屋
城
址
の
滝
山

三
城
の
一
つ
で
、
標
高
百
六
十
ｍ
の
丘
に

あ
る
。 

国
指
定
の
史
跡
滝
山
城
は
、
戦
国
時
代

の
中
頃
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
に
武

蔵
野
国
守
護
代
の
大
石
定
重
が
、
こ
の
城

の
北
西
一
・
五
㎞
の
高
月
城
か
ら
移
り
築

城
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。 

定
重
の
子
定
久
の
と
き
北
条
氏
康
の
支

配
を
受
け
、
そ
の
子
氏
照
を
養
子
に
迎
え

て
、
滝
山
城
は
大
石
氏
か
ら
北
条
氏
照
の

居
城
と
な
っ
た
。
氏
照
は
さ
ら
に
城
を
改

築
し
、
当
時
関
東
屈
指
の
山
城
と
賞
賛
さ

れ
る
城
と
な
っ
た
。
本
丸
、
中
の
丸
、
二

の
丸
、
空
堀
な
ど
の
巧
み
な
遺
構
に
そ
れ

が
う
か
が
え
る
。
そ
の
後
八
王
子
城
を
築

き
移
っ
た
。
天
正
の
中
頃
（
一
五
八
〇
年

頃
）
と
推
測
さ
れ
る
。 

                         

武蔵名勝絵図に描かれた滝山城 滝山三城 
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●
滝
山
城
主
大
石
氏 

武
蔵
名
勝
図
会
に
よ
る
と
、
滝
山
丘
陵
に

す
ば
ら
し
い
滝
山
城
を
構
築
し
た
の
は
、 

八
王
子
の
豪
族
大
石
源
三
定
重
で
あ
っ
た
。 

大
石
氏
は
木
曽
義
仲
の
流
れ
を
引
く
信
濃

源
氏
の
一
族
、
信
濃
国
大
石
郷
を
所
有
し

て
い
た
姓
で
あ
る
。
延
文
元
年(

一
三
五

六)

武
蔵
に
移
り
、
最
初
居
館
を
設
け
た
の

は
秋
川
市
二
宮
。
と
き
に
南
北
朝
抗
争
の

戦
乱
時
代
で
あ
り
、
情
勢
の
不
安
か
ら
案

下
の
山
奥
に
山
城
を
築
き
移
っ
た
。 

長
禄
年
間(

一
四
五
七
～
六
〇)

 

関
東

の
古
河
公
房
対
両
上
杉
家
と
の
衝
突
が
始

ま
る
と
大
石
は
山
内
上
杉
に
属
し
、
戦
功 

を
立
て
た
。
案
下
城
は
地
理
的
に
不
便
で

あ
り
、
高
月
城
に
引
越
し
た
。
当
時
の
領

有
地
は
西
武
蔵
五
、
六
村
と
い
う
。
高
月

在
城
七
十
余
年
、
大
永
元
年(

一
五
二
一)

高
月
の
東
一
・
五
㎞
ば
か
り
離
れ
た
滝
山

に
築
城
を
開
始
し 

中
世
城
郭
の
典
型
的

な
形
態
を
と
っ
た
。 

文
明
十
八
年(

一
四
八
六)

太
田
道
灌
が 

扇
谷
定
正
に
殺
さ
れ
る
や
、
再
び
山
内
、

扇
谷
の
権
力
抗
争
が
復
活
。
こ
の
間
に
明

応
四
年(

一
四
九
五)

北
条
早
雲
が
大
森
藤

頼
を
討
ち
小
田
原
城
を
奪
取
す
る
や
、
大

石
定
重
は
北
条
方
に
属
し
、
上
杉
を
見
限

っ
た
。 

●
滝
山
城
主
北
条
氏
照 

  

戦
国
時
代
に
小
田
原
に
本
拠
を
お
い
た

の
が
北
条
氏
で
、
三
代
目
の
氏
康
は
早
雲

の
孫
に
あ
た
る
。
氏
康
は
勢
力
を
今
の
千

葉
県
か
ら
埼
玉
県
ま
で
拡
大
し
各
地
に
城

を
つ
く
っ
た
。 

氏
照
は
こ
の
氏
康
の
三
男
で
、
今
の
八

王
子
周
辺
を
治
め
て
い
た
大
石
氏
が
北
条

氏
の
支
配
下
に
な
っ
た
関
係
で
そ
の
領
地

を
継
ぎ
、
滝
山
城
の
城
主
に
な
る
。
そ
の

後
、
八
王
子
城
に
移
る
。 

 

天
正
十
八
年(

一
五
九
○)

、
豊
臣
秀
吉

に
よ
っ
て
本
拠
の
小
田
原
城
が
包
囲
さ
れ

た
時
、
氏
照
は
主
だ
っ
た
武
将
を
ひ
き
つ

れ
、
兄
の
四
代
目
氏
政
と
そ
の
子
氏
直(

五

代
目
城
主)

ら
と
と
も
に
小
田
原
城
に
い

た
。
そ
の
た
め
八
王
子
城
は
城
主
を
欠
い

た
ま
ま
、
六
月
二
十
三
日
わ
ず
か
一
日
で

落
城
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
氏
直
は
高
野
山
に
流
さ
れ
た
が
、

氏
照
は
氏
政
と
と
も
に
秀
吉
か
ら
切
腹
を
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命
じ
ら
れ
た
。
当
主
氏
政
は
と
も
か
く
、

氏
照
も
こ
の
世
か
ら
葬
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
っ
た
事
情
に
は
、
戦
国
武
将
氏
照
へ

高
い
評
価
と
畏
怖(

い
ふ)

の
念
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。 

小
田
原
開
城
三
日
後
の
七
月
九
日
、
北

条
氏
政
と
氏
照
の
兄
弟
は
、
城
下
の
田
村 

按
栖
宅
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
の
ち
、
七
月

十
一
日
に
自
刃
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
首
は
小

田
原
で
梟
首
さ
れ
た
の
だ
が
、
北
条
氏
照 

の
首
は
、
そ
の
夜
半
、
何
者
か
が
盗
み
出 

            

し
て
、
の
ち
元
八
王
子
の
宗
関
寺
に
葬
ら

れ
て
い
る
。
体
の
方
は
八
王
子
市
の
由
木

の
永
林
寺
に
葬
ら
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る

が
、
青
梅
市
柚
木
の
即
清
寺
に
は
源
頼
朝
、

畠
山
重
忠
の
位
牌
と
と
も
に
北
条
氏
照
の

位
牌
が
あ
る
。
表
面
に｢

青
霄
院
殿
透
岳
宗

関
大
居
士｣

と
い
う
戒
名
を
裏
面
に
は
「
八 

                  

王
子
神
宮
寺
城
主 

北
条
睦
奥
守
氏
照
」

と
俗
名
を
記
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

北
条
氏
照
が
最
後
を
迎
え
た
小
田
原
城
下

町
の
田
村
按
栖
は
日
野
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
西
党
日
奉
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
。 

                 

北条氏照「儀列百人一首」 
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●
笛
の
殿
様 

北
条
氏
照 

 
 

北
条
氏
照
は
笛
の
名
手
で
あ
り
、
様
々

な
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。 

・
「
夕
笛
」 

 

滝
山
城
在
城
の
こ
ろ
、
梅
の
里(

梅
坪

村)

に
て
春
の
宴
が
開
か
れ
た
。 

比
佐
夫
人
を
伴
っ
て
の
夕
刻
、
霞
が
立

ち
込
め
、
童
子
が
七
人
現
れ
一
人
が
吹
い

た
ら
三
分
咲
き
、
一
斉
に
吹
い
た
ら
満
開

に
な
っ
た
と
い
う
。 

・
「
笛
の
彦
兵
衛
」 

北
条
氏
照
の
家
臣
で
横
笛
の
名
手
浅
尾

彦
兵
衛
は
氏
照
の
秘
蔵
の
名
笛
を
預
か
り
、

戦
場
で
割
り
、
観
音
さ
ま
に
祈
願
し
た
ら

満
願
の
日
に
元
通
り
に
な
っ
た
。
城
主
氏

照
が
浅
尾
の
姓
を
「
笛
」
に
改
名
し
た
。 

・
「
滝
山
城
合
戦
」 
 

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
十
月
、
武 

田
勝
頼
が
二
万
余
の
大
軍
で
拝
島
に
陣
を

取
り
、
滝
山
城
を
攻
略
。
合
戦
半
ば
、
秋

の
名
月
の
夜
に
彦
兵
衛
の
ふ
く
笛
の
音
に
、

甲
斐
勢
は
望
郷
の
念
に
ひ
た
り
涙
し
た
。 

●
滝
山
城
に
残
る
戦
国
哀
話 

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
北
条
氏
照
の

攻
撃
を
受
け
、
落
城
し
た
辛
垣
城
の
三
田

綱
秀
の
娘
笛
姫
は
、
滅
亡
後
秋
川
の
ほ
と

り
に
庵
を
つ
く
り
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る

と
き
氏
照
は
狩
の
帰
り
に
美
し
い
笛
の
音

を
聴
き
、
そ
の
主
を
探
さ
せ
た
と
こ
ろ
笛

姫
で
あ
っ
た
。
氏
照
は
笛
姫
を
滝
山
城
に

招
き
、
一
曲
の
笛
を
所
望
し
た
。
笛
姫
は

一
族
を
滅
ぼ
し
た
仇
敵
氏
照
の
隙
を
見
て

切
り
つ
け
た
が
、
氏
照
は
怨
讐
を
忘
れ
て

滝
山
城
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
勧
め
た
。
こ

う
し
て
二
人
の
間
に
愛
情
が
芽
生
え
た
と

き
、
氏
照
の
妻
比
佐
の
嫉
妬
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
笛
姫
は
刺
殺
さ
れ
た
。
氏
照
は

笛
姫
の
死
を 

あ
わ
れ
と
お
も

い
、
ね
ん
ご
ろ
に

弔
っ
た
。 

 

●
滝
山
城
の
主
な
戦
歴 

・
「
天
文
五
年(

一
五
三
六)

の
合
戦
」 

北
条
氏
康
に
攻
め
ら
れ
る
が
屈
せ
ず
守

城
し
た
。
大
石
定
重
は
関
東
管
領
上
杉
氏

の
傘
下
だ
っ
た
。 

・
「
天
文
十
二
年(

一
五
四
三)

の
合
戦
」 

上
杉
謙
信
が
関
東
に
南
下
し
越
後
軍
に

包
囲
さ
れ
た
が
屈
せ
ず
守
城
し
た
。
滝
山

城
合
戦
で
兵
力
を
消
耗
し
た
謙
信
は
南
下

に
失
敗
す
る
。 

・
「
永
禄
十
二
年(

一
五
六
九)

の
合
戦
」 

武
田
信
玄
が
勝
頼
を
寄
手
の
総
大
将
と

し
て
攻
撃
し
甲
斐
勢
は
二
の
丸
ま
で
進
攻

す
る
。
武
田
勢
は
本
陣
を
拝
島
大
日
堂
と

し
、
長
槍
、
鉄
砲
戦
と
し
、
城
主
氏
照
は

二
の
丸
二
階
門
で
采
配
し
た
。 

氏
照
は
こ
の
戦
い
に
滝
山
城
の
戦
略
的

不
備
を
体
験
し
た
。
特
に
小
銃
戦
に
於
け

る
不
利
が
あ
り
、
八
王
子
に
山
城
を
築
い

て
移
城
す
る
方
針
を
と
っ
た
。 
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●
滝
山
城
址
の
特
徴 

 

滝
山
城
の
主
郭
は
本
丸
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
西
北
部
に
は
多
く
の
曲
輪
群
が
あ
る
。 

滝
山
城
の
特
徴
は
、
四
つ
の
重
層
的
な

防
護
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。 

第
一
は
、
本
丸
と
中
の
丸
の
間
。 

第
二
は
、
中
の
丸
と
二
の
丸
の
間
。 

第
三
は
、
二
の
丸
の
空
堀
と
枡
形
虎
口
。 

第
四
は
、
曲
輪
群
を
取
り
込
む
よ
う
に 

最
外
部
防
護
空
堀
ラ
イ
ン
。 

 

●
本
丸
と
中
の
丸 

滝
山
城
は
大
小
の
曲
輪
の
組
み
合
わ
せ

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
多
摩
川
の
崖
を
利

用
し
た
の
が
本
丸
と
中
の
丸
で
、
滝
山
城

の
中
心
で
あ
る
。 

               

 

 

本
丸
周
囲
に
小
さ
な
曲
輪
が
棚
田
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
山
麓
に
向
か

っ
て
切
り
落
と
し
て
い
る
縦
堀
が
多
く
あ

り
、
こ
の
部
分
が
大
石
氏
時
代
の
古
城
で

あ
る
。 

本
丸
と
中
の
丸
の
間
に
は
引
橋
が
架
け

ら
れ
、
大
掘
切
で
も
と
も
と
通
っ
て
い
た

道
を
人
の
手
で
深
く
掘
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

本
丸
の
出
入
口
は
、
東
に
引
橋
と
枡
形

虎
口
の
組
み
合
わ
せ
、
南
に
枡
形
虎
口
と

二
ヶ
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

中
の
丸
の
出
入
口
は
、
西
側
に
一
ヶ
所
枡

形
虎
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
本
丸
に
は
井
戸
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

    

滝山城縄張り概念図 

滝山城本丸と山腹の遺構 

本丸への引橋 

本丸の井戸 
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●
二
の
丸 

二
の
丸
は
、
尾
根
が
集
ま
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
て
お
り
、
ど
こ
か
ら

も
攻
め
ら
れ
る
場
所
で
、
集
中
防
御
で
き

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
築
か
れ
て
い
た
。 

虎
口
の
前
に
馬
出
が
あ
り
、
こ
の
馬
出
に

数
人
の
兵
が
配
置
さ
れ
少
人
数
で
出
入
口

を
守
り
、
守
り
き
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
兵

た
ち
は
二
の
丸
へ
引
き
こ
ん
で
し
ま
う
。

も
し
寄
せ
手
が
追
っ
か
け
て
き
て
も
矢
倉

か
ら
矢
、
鉄
砲
、
飛
礫
で
援
護
す
る
。
寄

せ
手
が
土
橋
を
渡
る
時
め
が
け
て
攻
撃
す

る
。
こ
う
し
た
城
側
か
ら
の
攻
撃
は
効
果 

的
な
防
護
方
法
で
あ
っ
た
。
北
条
流
の
築

城
技
術
が
生
か
さ
れ
た
二
の
丸
は
城
中
で

も
特
に
防
護
体
制
の
大
事
な
場
所
で
あ
っ

た
。 

    

              

●
信
濃
屋
敷
周
辺 

信
濃
屋
敷
周
辺
の
曲
輪
は
、
角
馬
出
が

北
側
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
近
く
に
井
戸
も

あ
っ
た
。
北
側
に
は
四
段
の
腰
曲
輪
が
あ

り
、
そ
の
下
が
池
で
あ
る
。
池
は
高
さ
七

ｍ
の
土
手
に
よ
っ
て
湧
き
水
を
蓄
え
ら
れ

て
い
た
。 

                      

信濃屋敷の周辺 

滝山城最大の特徴 
二の丸の集中防御 
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●
出
張
の
あ
る
曲
輪 

小
宮
曲
輪
、
信
濃
屋
敷
な
ど
に
堀
を
見

張
る
た
め
、
出
張
り
の
部
分
に
矢
倉
を
組

ん
で
お
け
ば
少
数
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
。 

                 

●
山
の
神
曲
輪 

滝
山
城
の
一
番
北
に
山
の
神
曲
輪
が
あ

る
。
そ
の
周
り
は
、
棚
田
の
よ
う
な
段
々

が
あ
る
だ
け
で
、
堀
や
土
塁
と
い
っ
た
明

確
な
遺
構
が
何
一
つ
な
い
た
め
、
昭
和
二

十
六
年
（
一
九
五
一
）
国
指
定
史
跡
か
ら

外
さ
れ
て
い
る
。 

   

②
金
比
羅
様 

祭
神 

崇
徳
天
皇 

創
建 

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
） 

滝
山
城
址
本
丸
に
昇
る
数
十
段
の
石
段

の
先
に
鳥
居
が
あ
り
、
見
晴
ら
し
の
良
い

一
隅
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
古
老
の
伝
え
る

と
こ
ろ
で
は
、
ご
神
体
は
鰻
の
よ
う
な
杖

を
つ
い
た
翁
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

                

 

千畳敷南側 無名曲輪の出っ張り 

山の神曲輪の棚田状遺構 

金毘羅様 
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こ
の
神
は
、
近
辺
で
は
勝
負
の
神
と
し
て

崇
め
ら
た
。 

元
々
、
金
比
羅
権
現
は
、
海
上
の
守
護

神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
御
神

体
の
魚
に
因
ん
で
、
願
掛
け
を
し
た
人
は

満
願
の
日
ま
で
魚
断
ち
を
し
た
者
も
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

③
滝
山
城
の

搦
か
ら
め

手
口

て

ぐ

ち 

滝
の
集
落
の
東
側
に
城
址
に
登
る
道
が

あ
り
、
こ
れ
が
滝
山
城
の
搦
手
口
で
あ
る
。

こ
の
道
を
行
く
と
城
の
中
に
入
り
、
中
の

丸
、
本
丸
間
の
引
橋
の
と
こ
ろ
に
出
る
。

右
に
行
け
ば
中
の
丸
、
本
丸
、
左
手
は
二

の
丸
を
経
て
丹
木
に
出
ら
れ
る
。 

     

       

④
高
月
町
滝
の

地
蔵
さ
ま 

 

滝
ヶ
原
と
滝
山
城
址
に
別
れ
る
三
又
路

の
傍
に
建
ち
、
通
称
「
地
蔵
さ
ま
」
の
名

で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
初
代
が
こ
の
地
に

居
を
構
え
た
大
昔
、
仲
の
良
か
っ
た
友
達

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
て
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
詳
細
不
明
の
像
と
合
わ
せ
て

三
体
建
っ
て
い
る
。 

            

 

搦手口縦堀 

辻の地蔵様 
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⑤
高
月
町
滝
の

桑
の
老
木 

滝
に
は
沢
井
将
監
の
子
孫
が
、
旧
家
と

し
て
あ
り
、
そ
の
庭
先
に
一
本
の
桑
の
老

木
が
あ
る
。
樹
齢
四
百
年
と
推
定
さ
れ
、

太
い
幹
か
ら
枝
を
た
れ
て
い
る
。
八
王
子

の
「
桑
都
」
の
名
の
由
来
は
、
こ
の
桑
の

老
木
と
い
わ
れ
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。 

北
条
氏
照
は
産
業
開
発
に
も
意
を
そ
そ

ぎ
、
城
下
の
民
に
桑
を
植
え
さ
せ
蚕
を
飼

わ
せ
、
糸
を
つ
む
い
で
布
を
織
ら
せ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
一

株
で
あ
る
。 

 

        

⑥
ホ
ウ
ド
ブ
さ
ま 

こ
れ
を
邸
内
に
祀
る
家
（
シ
モ
エ
・
シ

モ
ウ
エ
）
で
、
何
代
も
前
か
ら
の
伝
え
に

よ
れ
ば
、
病
で
倒
れ
た
僧
を
こ
の
家
で
長

い
間
介
抱
し
た
が
手
厚
い
看
護
の
甲
斐
な

く
亡
く
な
っ
た
。
臨
終
の
時
こ
の
僧
は
耳

病
治
癒
の
祈
願
方
法
な
ど
を
教
え
て
息
を

引
き
取
っ
た
と
い
う
。 

こ
こ
の
墓
碑
に
「
宝
蔵
院
権
大
僧
都
海

光
法
印
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
四
月
没
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

          

こ
れ
よ
り
二
十
八
年
程
前
に
あ
た
る
不

動
明
王
社
造
立
の
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る

「
宝
蔵
院
海
光
」
と
同
一
人
物
と
い
わ
れ
、

比
較
的
高
い
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

供
え
ら
れ
た
竹
筒
に
井
戸
水
を
入
れ
て

帰
り
、
こ
よ
り
で
こ
の
水
を
耳
に
つ
け
れ

ば
耳
の
病
気
は
な
お
る
と
い
う
伝
え
が
あ

っ
た
。
最
盛
期
に
は
近
郷
近
在
か
ら
信
者

が
集
ま
っ
て
き
た
が
現
在
は
訪
れ
る
人
は 

少
な
い
。 

⑦
高
月
町
滝
の

不
動
院 

本
尊 

不
動
さ
ま 

創
建 

正
保
三
年
（
一
六
四
六
） 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
「
不
動
様

高
月
村
の
界
に
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
駒
形
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
。
神

仏
同
体
説
等
に
よ
り
、
寺
を
建
て
た
後
に

境
内
に
鎮
守
を
奉
り
、
後
に
現
在
地
に
移

転
し
た
古
寺
で
あ
る
。 

御
本
尊
は
、
高
さ
一
尺
五
寸
、
坐
像
の

不
動
さ
ま
。
無
住
で
高
月
本
村
の
圓
通
寺

持
ち
で
あ
る
。 

樹齢４００年の桑の老木 
（「八王子桑都」由来の桑木） 

耳の病を治すホウドブさま 
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●
地
蔵
さ
ま 

 

不
動
院
の
入
り
口
に
小
さ
な
六
地
蔵
と

並
ん
で
建
つ
。
不
動
院
の
住
職
と
し
て
勤

め
て
い
た
若
い
僧
が
何
か
の
不
都
合
な
こ

と
を
犯
し
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
僧
の
霊
を

慰
め
る
た
め
に
信
心
深
い
滝
の
女
衆
が
建

て
た
の
が
こ
の
地
蔵
さ
ま
で
あ
る
。 

「
文
久
四
年(

一
八
六
四)

為
宥
同
菩
堤 

明
治
三
年(

一
八
七
〇)

八
月 

建
女
念
仏

講
中
」
と
あ
る
。 

●
他
の
石
仏 

 
青
石
塔
婆 

不
動
院
保
管 

正
和
四
年(

一
三
一
五)

 
 
 
 
 
 
 
 

六
字
名
号
塔 

不
動
院
入
口 

南
無
阿
彌
弥
陀
仏
、
寛
政
九
年
（
一 

七
九
七
）
寒
念
仏
供
養
塔 

念
仏
供
養
等 

不
動
院
入
口 

念
仏
供
養
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
） 

念
仏
供
養
塔 

不
動
院
入
口 

念
仏
供
養
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
） 

馬
頭
観
音 

不
動
院
入
口 

弘
化
五
年(

一
八
四
八)

 

          

⑧
高
月
町
滝
の

駒
形
神
社 

祭
神 

大
己
貴
命(

お
お
な
む
ち
の
み
こ 

 
 
 
 

と
、
別
名
大
国
主
命)

 

不
動
と
駒
形
の
二
つ
の
名
前
を
持
つ
神

社
で
あ
る
。 

滝
集
落
の
西
端
、
高
月
本
村
に
近
い
坂

の
下
に
あ
る
神
社
。
年
配
の
人
は
「
オ
ミ

ヤ｣

ま
た
は
「
オ
フ
ド
ウ
サ
マ
」
と
呼
ぶ
こ 

と
が
多
く
、
正
確
な
名
称
で
あ
る
駒
形
神 

高月村の古寺 不動院 女衆が建てた地蔵さま 

不動院入口の石仏 
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社
と
呼
ぶ
人
は
少
な
か
っ
た
。 

建
立
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
棟
札
で
調
べ

る
と
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
不
動
明
王

社
。
約
百
年
を
経
た
宝
暦
十
二
年
（
一
七

六
二
）
の
札
に
は
駒
形
大
明
神
と
記
さ
れ

て
お
り
、
仏
教
の
本
地
垂
迹
思
想
に
よ
る

神
社
で
あ
る
。
こ
の
神
社
の
本
地
は
不
動

で
、
身
の
丈
八
寸
と
い
わ
れ
る
。
除
地
五

畝
。
駒
形
神
社
は
農
耕
・
牧
馬
の
神
で
あ

る
。
宮
下
、
留
所
方
面
か
ら
高
月
本
村
へ
、

ま
た
滝
集
落
に
出
る
三
又
の
場
所
に
あ
り
、

老
杉
古
木
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。 

         

●
天
王
様 

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
六
月
十
五
日

衆
病
悉
除
、
心
身
安
楽
、
増
長
福
寿
を
祈

願
と
し
て
、
「
駒
形
神
社
」
境
内
に
勧
請

さ
れ
た
。 

 

●
ヤ
ク
ジ
ン
様 

通
称
「
ヤ
ク
ジ
ン
」
の
地
名
を
持
つ
区
域

の
水
田
の
端
に
、
数
坪
の
「
イ
シ
マ
」
の

畑
と
も
つ
か
ぬ
土
地
が
あ
り
、
昔
は
祠
が

建
っ
て
い
た
。
大
平
洋
戦
争
中
食
料
増
産

の
た
め
、
駒
形
神
社
境
内
に
祀
り
換
え
て

そ
の
跡
は
水
田
に
な
っ
た
。
十
一
月
八
日

に
は
、
ご
馳
走
を
つ
く
っ
た
。 

 

●
山
王
様 

昔
、
タ
カ
ア
ラ
（
屋
号
）
の
先
祖
が
大
洪

水
の
直
後
、
多
摩
川
と
秋
川
が
合
流
す
る

辺
り
の
河
原
で
人
形
の
よ
う
な
も
の
を
二

つ
拾
い
、
持
ち
帰
り
子
ど
も
に
玩
具
と
し

て
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
子
ど
も
が

間
も
な
く
高
熱
を
出
し
三
日
三
晩
苦
し
ん

だ
。
祈
祷
師
に
み
て
貰
っ
た
と
こ
ろ｢

上
流

の
山
王
様
が
洪
水
で
流
さ
れ
、
滝
の
河
原

で
拾
わ
れ
た
の
は
二
十
数
体
あ
る
祭
神
の

一
部
で
あ
る
。
他
の
流
さ
れ
た
祭
神
が
そ

の
付
近
に
埋
ま
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
か
ら

そ
れ
を
掘
り
出
し
て
祀
れ
ば
子
ど
も
の
熱

は
下
が
る｣

と
告
げ
ら
れ
た
。 

早
速
河
原
を
掘
り
探
し
た
と
こ
ろ
、
前
に

拾
っ
た
二
体
を
含
め
て
荒
削
の
コ
ケ
シ
の

よ
う
な
二
十
数
体
と
、
猿
そ
の
他
の
動
物

の
焼
物
等
で
一
部
分
破
損
し
た
も
の
が
見

つ
か
っ
た
。 

こ
れ
を
屋
敷
の
端
に
祀
っ
た
の
が
滝
の
山

王
さ
ま
の
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
る 

 

●
せ
え
の
か
み
（
塞
の
神
） 

（
道
祖
神
、
幸
神
、
妻
神
、
障
神
、
斉
神
） 

土
地
の
言
葉
で
、
「
せ
え
の
か
み
」
と

二つの名前を持つ駒形神社 
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い
わ
れ
る
神
様
が
正
月
七
日
の
朝｢

年
番｣

の
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
。
長
い
竹
竿

の
先
に
大
型
の
幣
束
と
、
末
広
三
本
を
広

げ
て
丸
型
に
結
え
た
も
の
を
つ
け
る
。 

こ
の
神
の
機
能
は
、
主
に
縁
談
と
出
産 

に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
幣
束
等
は
完
全 

に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
幣
束
、
末
広 

な
ど
の
向
き
が
動
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の 

方
向
に
当
た
る
適
齢
期
の
男
女
に
は
良
い 

縁
談
が
あ
る
と
か
、
妊
婦
に
は
良
い
子
が 

生
ま
れ
る
な
ど
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

神
の
姿
は
、
正
月
の
鏡
餅
に
敷
い
た
半 

紙
を
使
い
、
幣
束
の
下
端
に
竹
竿
に
直
接 

末
広
三
本
を
丸
型
に
結
び
つ
け
、
三
又
の 

道
端
に
建
て
る
。
「
二
十
日
の
風
を
当
て 

て
は
い
け
な
い
」
と
の
言
い
伝
え
で
二
十 

日
朝
壊
す
。 

     

●
福
の
神 

福
の
神
当
日
（
七
日
）
集
合
し
た
参
加

者
は
預
け
て
お
い
た
装
束
・
道
具
を
身
に

つ
け
る
。
最
年
長
者
が
福
俵
と
会
計
を
担

当
し
、
こ
れ
以
外
の
者
は
背
負
い
紐
を
つ

け
た
輪
飾
り
に
赤
子
を
背
負
う
よ
う
に
背

負
い
カ
チ
カ
チ
を
手
に
持
ち
各
家
を
回
る
。 

各
家
の
前
で
全
員
が
、
「
福
の
神
が
舞 

い
込
み
ま
し
た
」
と
唱
え
、
家
の
人
が
縁

側
の
ガ
ラ
ス
戸
や
障
子
を
前
も
っ
て
開
け

て
お
く
庭
側
か
ら
「
恵
方
か
ら
福
俵
、
貧

乏
神
祓
い
出
せ
、
福
の
神
を
祀
り
込
め
」

と
全
員
で
何
遍
も
唱
え
な
が
ら
、
福
俵
役

は
福
俵
を
座
敷
の
中
へ
投
げ
て
は
返
し
こ

れ
を
繰
り
返
す
。
他
の
者
は
カ
チ
カ
チ
を

叩
き
な
が
ら
繰
り
返
す
。 

家
の
人
か
ら
オ
ヒ
ネ
リ
を
貰
う
と
会
計

の
逆
づ
り
ダ
ル
マ
に
い
れ
、
一
同
で
礼
を

い
っ

て

次

の

家

に

向

か

う

。 

オ
ヒ
ネ
リ
は
学
年
で
差
を
つ
け
て
全
員

に
分
配
す
る
。 

                      

滝のセーノカミ 

正月飾りを背中に背負ってさあ出陣 
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●
高
月
村
の
昔 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
こ

の
村
は
丹
木 

留
所 

宮
下
と
い
う
谷
治

庄
の
三
ヶ
村
よ
り
山
を
越
え
て 

北
の
方

の
秋
川
と
多
摩
川
の
端
に
て 

こ
の
村
附

き
の
地
に
て
秋
川
は
多
摩
川
へ
落
ち
入
る 

秋
川
は
東
よ
り
始
ま
り 

こ
の
地
よ
り
西

の
方
桧
原
村
ま
で
秋
川
両
岸
の
村
は
凡
そ

二
十
ヶ
村
程
あ
り 

そ
の
地
を
阿
伎
留
郷

と
号
す 

           

             

 

さ
ら
ば 

本
命
は
阿
伎
留
川
な
る
を
い 

ま
は
秋
川
と
称
す
る
な
り 

高
月
と
書
く

は
中
古
以
来
の
こ
と
な
る
由 

昔
は
高
築

と
も
書
き
た
る
由
な
れ
ど 

往
古
高
槻
村

と
書
き
た
る
こ
と
本
来
の
文
字
な
り 

そ

の
謂
わ
れ
は 

当
村
の
鎮
守
八
幡
宮
の
社

地
に
槻
の
大
な
る
社
木
一
株
あ
り
し 

こ

れ
を
村
名
に
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」 

高月村周辺図 

圓通寺境内図 

俵を腰に結わいつけ、座敷に投げ入れる 
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●
丘
墟 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
村

内
の
東
寄
り
に
古
城
あ
り 

西
の
方 

は
秋
川
に
接
し 
東
は
滝
山
つ
づ
き
な
れ 

ど
も 

谷
間
を
へ
だ
て
弧
山
な
る
城
跡
に 

て 

高
さ
三
十
四
、
五
間
余 

北
は
多
摩 

川
の
流
水
下
を
め
ぐ
ら
し
て 
東
北
は
武 

蔵
野
の
平
原
を
展
望
す
る
絶
景
の
地
な
り 

山
上
に
堀
切
二
、
三
ヶ
所
あ
り
て 
平
地

の
と
こ
ろ
は
畑
と
な
し
、
東
北
に
多
摩
川

の
方
に
差
し
出
た
る
は
悉
く
松
山
な
り 

そ
の
崖
下
は
圓
通
寺
境
内
と
な
り 

堂
舎

は
山
の
麓
に
接
せ
り 

い
ま
は
高
月
村
の

地
な
れ
ど
も 

古
文
書
並
び
に
記
録
な
ど

に
高
月
城
と
号
し
て
い
た 

こ
の
地
は
大

石
氏
が
代
々
の
居
城
に
て 

准
后
道
興
法

親
王
も
こ
の
城
に
来
た
り
給
い
て 

武
蔵

野
を
膽
望
し 

絶
景
と
賞
せ
ら
れ 

詩
歌

な
ど
を
詠
ぜ
ら
れ
し
は
当
城
の
こ
と
な
り
」 

 

⑨
高
月
の
か
な
穴 

高
月
町 

圓
通
寺
の
東
側
に
南
の
山
に
か
け
て
古

道
が
あ
る
。
そ
の
山
道
に
か
か
る
前
の
右

手
に
ぽ
っ
か
り
と
穴
が
あ
い
た
入
口
が
あ

っ
た
。
こ
の
入
口
を
西
の
方
に
入
っ
て
い

く
と
長
々
と
穴
が
つ
づ
い
て
い
て
、
壁
の

面
に
は
鍬
で
掘
っ
た
と
き
の
跡
を
残
し
て

い
る
。
突
き
当
た
っ
た
と
こ
ろ
が
圓
通
寺

の
裏
手
あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
穴
は
「
か
な
穴
」
と
呼
ば
れ
、
高

月
城
の
抜
け
穴
と
か
、
金
鉱
を
探
し
た
場

所
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
穴
の
目
的
は

不
明
で
あ
る
。 

 

⑩
十
二
曲
り
と
峰
の
地
蔵 

高
月
町 

か
な
穴
の
入
口
の
と
こ
ろ
か
ら
南
の
山

に
十
二
曲
り
の
山
道
を
登
る
と
頂
上
か
ら

は
宮
下
、
留
所
の
一
部
が
見
え
る
が
、
も

と
も
と
こ
の
道
は
高
月
圓
通
寺
を
中
心
と

し
た
修
験
道
の
人
達
の
道
で
あ
っ
た
。 

頂
上
近
く
に
木
製
の
鳥
居
が
あ
り
、
二
、

三
の
古
碑
と
地
蔵
堂
が
あ
る
。
こ
れ
が
圓

通
寺
の
奥
の
院
で
、
峯
の
地
蔵
さ
ま
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
、
延
命
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
平
安
時
代
智
證
大
師
開
眼
の
尊

像
と
伝
え
ら
れ
、
関
東
一
円
に
講
中
信
者

が
あ
り 

参
詣
の 

人
が
絶 

え
な 

か
っ
た
。 

         

入口の峰の地蔵さま 

 
地 蔵 堂 
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⑪
慧
日
山
観
音
院

圓
通
寺 

高
月
町
一
一
五
八 

宗
派 

 

天
台
宗
。 

本
尊 

 

聖
観
世
音
菩
薩 

寺
宝 

 

聖
観
世
音
菩
薩
（
定
朝
作
） 

峯
地
蔵
本
尊
（
石
造
）
知
証
大

御
開
帳
の
尊
像 

 
延
命
地
蔵

菩
薩
（
白
蛇
地
蔵
吉
祥
） 

開
山 

 

讃
海
阿
闍
梨 

開
創 

 

延
喜
三
年
（
九
〇
三
） 

慧
日
山
観
音
院
圓
通
寺
は
、
高
月
城
下

に
あ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。 

寺
伝
に
よ
る
と
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
延

喜
三
年
（
九
〇
三
）
に
叡
山
延
暦
寺
西
堂

の
法
祖
恵
亮
尊
者
大
楽
大
師
従
弟
讃
海
阿

闍
梨
が
開
祖
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

も
と
は
武
相
二
十
八
ヶ
寺
の
本
寺
と
し

て
古
御
朱
印
観
音
領
百
石
、
外
に
拝
島
村

大
日
領
二
石
を
兼
帯
、
境
内
三
万
坪
余
を

有
し
た
大
寺
院
で
、
天
正
年
間
（
一
五
七

三
～
九
二
）
高
槻
城
主
大
石
氏
の
深
い
帰

依
を
受
け
現
在
の
地
に
定
住
し
た
。 

終
戦
直
前
の
昭
和
二
十
年
七
月
、
米
軍

艦
載
機
の
爆
撃
で
堂
塔
伽
藍
一
切
を
焼
失
、

現
在
の
伽
藍
現
住
第
三
十
七
世
光
亮
代
が

完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
尊
は
、
秘
仏

聖
観
音
菩
薩
（
木
刻
坐
像
、
二
尺
三
寸
）

で
平
安
時
代
定
長
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
堂
内
陣
の
御
厨
子
内
に
は
、
当
寺
奥
の

院
の
地
蔵
堂
、
通
称
「
峯
之
地
蔵
尊
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
延
命
地
蔵
尊
の

分
身
（
磐
座
に
白
蛇
の
彫
刻
が
あ
る
）
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。 

          

                      

圓通寺 

焼夷弾で黒焦げになった 
一対の木鼻 

圓通寺扁額 圓通寺 
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●
東
照
宮
山
王
社 

圓
通
寺
境
内
に
あ
り
、
東
向
。
又
境
内
に

元
和
二
年
三
月
八
日
と
読
め
る
碑
が
あ
る
。 

 

●
塔
中

興
善
院 

除
地
五
畝
、
村
の
中
ほ
ど
に
あ
り
、
本
尊

伊
勢
至
座
像
に
し
て
長
一
尺
。
客
殿
六
間

半
に
四
間
。 

 

●
大
善
院 

除
地
六
畝
二
十
歩
、
圓
通
寺
の
後
の
方
に

あ
り
て
則
ち
同
寺
の
末
な
り
。
開
山
は
不

明
。
本
尊
彌
陀
の
座
像
に
て
長
一
尺
八
寸

程
。
客
殿
七
間
に
七
間
半 

    

戦争で焼けた桜 

観 音 堂 鐘 撞 堂 

現在庭にある桜 
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⑫
加
住
小
学
校
高
月
分
校
跡 

圓
通
寺
の
前
に
加
住
小
学
校
高
月
分
校

跡
が
あ
る
。
校
門
に
赤
れ
ん
が
を
積
み
上

げ
た
角
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
圓
通

寺
焼
失
の
空
襲
で
機
関
砲
の
弾
丸
が
柱
を

貫
通
し
た
と
い
わ
れ
そ
の
痕
跡
が
残
さ
れ

て
い
た
が
現
在
は
な
い
。 

裏
に
九
龍
頭
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

            

⑬
高
月
の

八
幡
神
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
月
町
一
一
九
七 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
「
村

内
の
鎮
守 

神
体
木
立
像 

本
社
拝
殿 

雑
木
の
森
あ
り 

同
所
興
善
院
持 

こ
の

社
地
に
往
古
は
槻
の
古
木
あ
り
て 

高
く

聳
え
た
る
社
木
ゆ
え 

土
人
村
名
に
唱
え

来
た
れ
る
由 

そ
れ
よ
り
高
槻
村
と
は
号

せ
し
と
い
う 

ま
た 

大
石
信
濃
守
顕
重

は
長
祿
二
年
（
一
四
五
八
）
三
月
高
槻
に

移
り
居
住
す
と 

か
の
家
の
こ
と
を
記
せ

し
書
に
見
え
た
り 

さ
れ
ば 

長
祿
の
頃

よ
り
高
槻
村
と
書
き
た
る
に
や 

そ
の
古

木
は
中
古
ま
で
あ
り
け
る
が 

村
内
の
圓

通
寺
を
造
営
の
砌
に
伐
採 

こ
の
槻
一
本

に
て
本
堂 
庫
裡
に
至
る
ま
で
再
建
の
材

に
用
い
た
と
い
う 
社
内
の
地
に
古
碑
一

基
あ
り 

薄
い
板
石 
長
さ
二
尺
余 

幅

九
寸
程 

上
に
弥
陀
の
梵
字
一
字
あ
り 

そ
の
下
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
六
月
と

あ
り 

弥
陀
八
幡
を
祭
り 

本
地
と
し
て

こ
の
碑
石
を
造
立
せ
し
も
の
な
り
」 

槻
（
つ
き
）
は
欅
の
一
種
、
つ
き
け
や
き
。 

                     

加住小学校高月分校跡 

八幡神社 八幡神社内部 
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●
関か

ん

明
社

め
い
し
ゃ

と

軍ぐ

ん

茶
利

だ

り

祠し 

高
月
城
の
北
麓
に
齋
藤
家
が
あ
り
、
そ

の
家
の
前
あ
た
り
の
山
に
「
せ
き
神
さ
ま
」

と
呼
ば
れ
る
関
明
社
と
軍
茶
利
さ
ま
の
祠

が
あ
る
。
「
せ
き
」
と
は
川
水
を
せ
き
止

め
る
柵
の
こ
と
で
、
堰
と
い
う
漢
字
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
ダ
ム
の
こ
と
で
、
川
か
ら

水
田
用
水
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
水
を
せ

き
止
め
る
施
設
を
い
う
が
せ
き
が
関
に
通

じ
る
。 

軍
茶
利
祠
は
、
軍
茶
利
夜
叉
を
祀
っ
て

い
る
が
、
こ
の
神
は
明
王
の
一
つ
で
南
方

を
守
る
神
で
あ
る
。
か
つ
て
軍
人
が
兵
役

に
出
る
と
き
に
参
拝
し
た
。 

 

●
護
衛
艦
「
た
か
つ
き
」 

海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
「
た
か
つ
き
」

は
、
当
時
防
衛
庁
長
官
で
あ
っ
た
福
田
篤

秦
氏
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
。
福
田
氏
は

自
分
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
良
く

来
ら
れ
、
高
月
を 

思
い
出
し
て 

「
た
か
つ
き
」
と 

名
づ
け
た
。
艦
内 

に
「
軍
茶
利
さ
ま
」

が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

●
高
月
の
お
田
植
祭 

 

高
月
地
区
は
、
八
王
子
市
で
は
珍
し
く

一
面
の
田
園
風
景
が
広
が
る
。 

五
月
下
旬
よ
り
田
植
え
が
始
ま
り
、
子

安
神
社
の
お
田
植
祭
が
行
わ
れ
る
。 

田
の
害
虫
や
雑
草
の
駆
除
に
合
鴨
を
使

っ
て
無
農
薬
農
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
地
の
米
を
使
っ
て
八
王
子
産
の
銘
酒
も

造
ら
れ
て
い
る
。 

 

                     

田 植 田 植 祭 

護衛艦「たかつき」 

軍荼利明王 

神事 神職 
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⑭
高
月
城
址 

高
月
城
は
、
大
石
氏
の
城
で
あ
る
。 

大
石
氏
の
先
祖
は
木
曽
の
源
義
仲
と
い

わ
れ
、
足
利
時
代
末
期
か
ら
武
蔵
目
代
と

し
て
上
杉
氏
に
仕
え
、
埼
玉
地
方
か
ら
多

摩
に
か
け
て
勢
力
を
持
っ
た
武
将
で
あ
る
。 

十
三
代
定
久
は
戦
国
末
期
の
頃
に
は
二

の
宮
（
秋
川
市
）
か
ら
こ
の
地
に
移
っ
て

近
郷
三
十
五
ヵ
村
を
領
し
た
と
い
う
。
信

濃
佐
久
近
く
の
大
石
郷
か
ら
出
た
と
も
伝

え
ら
れ
る
。
由
木
の
永
林
寺
裏
山
の
由
木

城
も
、
恩
方
の
浄
福
寺
城
（
新
城
と
も
案

下
城
と
も
呼
ば
れ
た
）
も
大
石
氏
の
居
城

で
あ
っ
た
。 

長
禄
二
年(

一
四
五
八)

、
十
二
代
信
濃

守
顕
重
が
高
月
城
を
築
い
て
の
ち
、
大
永

元
年(

一
五
二
一)

そ
の
子
源
三
定
重
が
滝

山
城
を
築
い
て
移
っ
た
が
、
同
七
年
（
一

五
二
七
）
十
二
月
そ
の
子
源
左
衛
門
尉
定

久
に
伝
え
た
。 

高
月
城
は
、
鎌
倉
道
が
多
摩
川
を
渡
ろ

う
と
す
る
位
置
に
築
か
れ
た
。
古
河
公
方

と
両
上
杉
氏
が
、
対
立
し
て
い
た
時
の
戦

略
で
あ
っ
た
。
高
月
城
は
、
秋
川
が
南
か

ら
西
に
沿
っ
て
流
れ
断
崖
を
作
り
、
空
堀
、

土
居
、
石
垣
も
若
干
残
っ
て
お
り
、
本
丸
、

守
殿
跡
、
外
曲
輪
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
現
在
の
圓
通
寺
お
よ
び
そ
の
塔
中 

な
ど
も
城
域
の
一
部
で
あ
っ
た
。 

 

高月城全体図 
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◎
主
な
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
会 

・
滝
の
民
俗
資
料 
澤
井
栄
著 

・
八
王
子
ふ
る
さ
と
風
土
図 霞

よ
し
穂
著 

 

・
よ
み
が
え
る
滝
山
城 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り
八
王
子
仏
教 

協
会
青
年
部 

・
園
通
寺
資
料 

・
関
東
路
百
八
地
蔵
尊
霊
場
め
ぐ
り 

・
多
摩
川
絵
図 

 

今
尾
恵
介
著 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

     

 

―メモー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


